
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト

ラ
ル
に
期
待
す
る
こ
と 

名
古
屋
大
学 

総
長  

杉
山 

直 

2000
年
に
制
定
さ
れ
た
名

古
屋
大
学
学
術
憲
章
に
は
，

教
育
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て
「
自
発
性
を
重
視
す
る
教

育
実
践
に
よ
っ
て
，
論
理
的

思
考
力
と
想
像
力
に
富
ん

だ
勇
気
あ
る
知
識
人
を
育

て
る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
『
勇
気
あ
る
知
識
人
』
と

は
何
か
と
い
う
点
が
し
ば

し
ば
話
題
に
な
り
ま
す
。
私

は
，『
知
識
人
』
と
は
，
教
養

教
育
に
裏
打
ち
さ
れ
る
広

範
な
学
問
の
基
盤
と
，
し
っ

か
り
と
し
た
専
門
の
能
力

を
持
っ
た
人
と
位
置
付
け

て
い
ま
す
。
そ
し
て
『
勇
気
』

と
は
，
国
内
外
，
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
場
所
に
飛
び
込
み
，

そ
こ
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

精
神
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
定
義
す
る

と
，
勇
気
あ
る
知
識
人
を
育

成
す
る
た
め
に
は
，
ガ
ッ
チ

リ
と
し
た
教
養
教
育
，
最
高

レ
ベ
ル
の
専
門
教
育
，
そ
し

て
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ラ
ブ
ル
・

ス
キ
ル
と
呼
ば
れ
る
自
身

を
ど
こ
の
場
面
に
お
い
て

も
活
躍
で
き
る
よ
う
に
す

る
ス
キ
ル
の
獲
得
が
必
須

と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト

ラ
ル
の
掲
げ
る
リ
ベ
ラ
ル
・

ア
ー
ツ
と
コ
モ
ン
・
ベ
ー
シ

ッ
ク
ス
，
そ
し
て
基
礎
的
な

専
門
科
目
に
支
え
ら
れ
る

人
材
育
成
は
ま
さ
に
勇
気

あ
る
知
識
人
へ
と
つ
な
が

る
も
の
だ
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
そ
の
上
で
，
是
非
と

も
今
後
本
学
と
し
て
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
点
を
二
つ
あ
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
，
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン

ト
ラ
ル
か
ら
の
支
援
を
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。 

一
つ
目
は
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
教
育
で
す
。
岐
阜
大

学
が
先
行
し
て
お
り
，
名
古

屋
大
学
を
中
心
と
し
た

T
o
n
ga

l
i

も
あ
り
ま
す
が
，

本
学
に
お
い
て
は
，
学
部
学

生
，
特
に
新
入
生
の
マ
イ
ン

ド
セ
ッ
ト
を
変
え
る
教
育

が
必
須
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
東
海
地
区
は
も
の

づ
く
り
系
の
し
っ
か
り
と

し
た
企
業
群
が
あ
り
，
安
定

し
た
職
を
求
め
る
学
生
に

と
っ
て
，
起
業
と
い
う
冒
険

を
す
る
動
機
が
生
ま
れ
に

く
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
勇

気
あ
る
知
識
人
は
果
た
し

て
安
定
を
求
め
る
人
で
あ

ろ
う
か
。
否
，
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
繰
り
返
し
新
た
な
風
を

起
こ
す
，
そ
の
よ
う
な
人
材

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

も
う
一
つ
が
ト
ラ
ン
ス

フ
ァ
ラ
ブ
ル
・
ス
キ
ル
で
す
。

本
学
は
，
こ
れ
を
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
大
学
院
や
卓
越
大
学

院
，
新
た
な
融
合
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
事

業
，
そ
し
て
そ
れ
ら
を
統
括

す
る
博
士
課
程
教
育
推
進

機
構
で
本
格
実
施
す
る
と

い
う
体
制
に
な
っ
て
い
ま

す
。
本
格
実
施
は
と
も
か
く
，

こ
の
ス
キ
ル
の
導
入
は
も

っ
と
早
い
時
期
，
学
部
学
生

の
段
階
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト

ラ
ル
の
重
点
推
進
施
策 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト

ラ
ル
重
点
推
進
施
策
は
大

き
く
三
つ
か
ら
な
り
ま
す
。

第
１
は
「
学
修
者
本
位
の
教

育
」
の
実
現
，
第
２
は
「
学

修
者
本
位
の
教
育
の
実
現
」

に
向
け
た
意
識
改
革
，
第
３

は
次
世
代
の
教
育
へ
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
す
。 

第
１
の
推
進
施
策
は
，
教

育
体
系
・
教
育
内
容
・
授
業

評
価
法
の
確
立
と
，
「
見
え

る
化
」
を
通
し
た
教
育
改
善

の
推
進
か
ら
な
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
，
従
前
よ
り
両
大

学
で
行
わ
れ
て
い
た
講
義

毎
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い

て
，
2021
年
度
に
両
大
学
の
共

通
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
を
設

定
し
ま
し
た
。
ま
た
，
オ
ン

ラ
イ
ン
講
義
の
検
証
と
改

善
を
進
め
る
た
め
に
，
両
大

学
で
共
通
項
目
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
，
学
習
意
欲
，

学
修
理
解
，
達
成
感
，
教
員

の
熱
意
，
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー

ル
の
有
効
性
な
ど
を
調
査

し
ま
し
た
。
ま
た
，
学
生
ス

テ
ー
タ
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
整

備
，
両
大
学
で
の
卒
後
調
査

の
共
同
実
施
，
教
材
の
公

開
・
共
有
方
法
を
検
討
，e

-

l
e
a
rn

i
ng

コ
ン
テ
ン
ツ
を

含
め
た
授
業
見
学
を
計
画

し
て
い
ま
す
。 

第
２
の
推
進
施
策
は
，
大

き
く
，“
常
に
見
直
す
”
た
め

に
，
課
題
を
把
握
・
共
有
し

検
討
す
る
オ
ー
プ
ン
な
場

の
設
置
と
，
意
識
改
革
を
系

統
的
に
促
進
す
る
取
り
組

み
の
実
施
か
ら
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
，
「
東
海
地
区

大
学
教
育
研
究
会
」
に
つ
い

て
，AC

と
の
共
催
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
，
表

彰
制
度
の
制
定
，
オ
ン
ラ
イ

ン
講
義
を
念
頭
に
置
い
た

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
通
信 
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F
D

・S
D

を
数
回
共
催
（
例
え

ば
，A

C

主
催
のF

D

と
し
て

「
授
業
目
的
公
衆
送
信
保

証
金
制
度
」
，「
現
在
の
高
等

学
校
の
教
育
（
授
業
，
新
カ

リ
，
⼊
試
準
備
等
）
の
実
態
」

を
実
施
），
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

セ
ン
ト
ラ
ル
通
信
の
刊
行

な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

第
３
の
推
進
施
策
は
，
大

き
く
“
試
行
的
に
や
っ
て
み

る
”
こ
と
を
奨
励
し
，
そ
の

成
果
を
共
有
す
る
こ
と
と
，

学
生
が
教
育
活
動
に
参
加

す
る
仕
組
み
や
，
次
世
代
の

次
世
代
教
育
を
推
進
す
る

た
め
の
環
境
整
備
か
ら
な

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
，
両

大
学
の
全
学
生
が
履
修
可

能
な
デ
ー
タ
科
学
系
の
授

業
科
目
と
，
高
年
次
を
対
象

に
学
部
を
横
断
し
た
問
題

解
決
型
学
習
を
実
施
す
る

「
超
学
部
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開

設
，
サ
イ
バ
ー
フ
ィ
ジ
カ
ル

型
学
習
環
境
（V

R
 

対
応
・

H
y
F
le

x

対
応
）
の
整
備
，
両

大
学
の
連
携
開
設
科
目
の

開
講
，N

次
教
材
創
作
・
配

信
シ
ス
テ
ム
の
設
置
な
ど

を
進
め
て
い
ま
す
。 

連
携
開
設
科
目
の
設
置 

大
学
設
置
基
準
第
19
条
に

お
い
て
，「
大
学
は
，
・
・
・

教
育
上
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
必
要
な
授
業
科

目
を
自
ら
開
設
し
，
体
系
的

に
教
育
課
程
を
編
成
す
る

も
の
と
す
る
。
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
，
質
保
証

に
も
留
意
し
つ
つ
，
継
続
的

に
緊
密
な
連
携
が
期
待
さ

れ
る
大
学
等
連
携
推
進
法

人
及
び
要
件
を
満
し
た
複

数
大
学
設
置
法
人
の
下
で
，

他
の
大
学
が
当
該
大
学
と

連
携
し
て
開
設
し
た
授
業

科
目
を
当
該
大
学
に
お
い

て
も
自
ら
開
設
し
た
も
の

と
み
な
す
特
例
措
置
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
が
連
携
開
設
科
目
で
す
。 

現
在
，
東
海
国
立
大
学
機

構
で
は
，
共
通
教
育
科
目
と

教
職
科
目
の
一
部
に
お
い

て
2023
年
度
か
ら
開
講
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
職
科

目
に
お
い
て
は
，
岐
阜
大
学

と
名
古
屋
大
学
の
教
育
学

部
が
，
共
通
教
育
に
お
い
て

は
岐
阜
大
学
の
基
盤
教
育

セ
ン
タ
ー
と
名
古
屋
大
学

の
教
養
教
育
院
が
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。 

講
義
の
共
同
実
施 

連
携
開
設
科
目
の
開
設

に
先
立
っ
て
，
両
大
学
で
の

講
義
の
共
同
実
施
や
東
海

国
立
大
学
機
構
単
位
互
換

制
度
に
よ
る
受
け
入
れ
を

進
め
て
い
ま
す
。 

講
義
の
共
同
実
施
に
お

い
て
は
，
「
英
語
に
よ
る
講

義
の
共
同
実
施
」
，「
英
語
に

よ
る
課
外
講
義
の
共
同
実

施
」
，「
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科

学
実
習
の
共
同
実
施
」
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

単
位
互
換
制
度
に
よ
る

受
け
入
れ
科
目
に
は
次
の

科
目
が
あ
り
ま
す
。
名
古
屋

大
学
か
ら
は
，
「
基
礎
セ
ミ

ナ
ー
（
時
事
問
題
で
学
ぶ
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
」
，

「
都
市
と
環
境
」
，「
特
別
講

義
（P

B
L

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
）
」，「
特
別
講
義
（
目
指
せ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
起

業
）
」
。
岐
阜
大
学
か
ら
は
，

「
現
代
社
会
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
地
域
活
動
」「
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
入
門
」。 

シ
ー
ム
レ
ス
数
理
・
デ
ー

タ
科
学
教
育
共
創
部
門 

教
養
教
育
に
お
い
て
は
，

名
古
屋
大
学
で
は
随
意
科
目

３
科
目
を
開
講
し
ま
し
た
。

ま
た
，
岐
阜
大
学
で
は
，
全
学

共
通
教
育
の
実
務
を
担
う
組

織
の
中
に
数
理
・
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
・A

I

部
会
を
設
置

し
ま
し
た
。
大
学
院
・
社
会
人

向
け
に
は
，
2021
年
度
実
践
デ

ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
後
は
，
学
部
専
門
科

目
に
関
し
て
モ
デ
ル
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
。 

Q
T

A

・GS
I

ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー 

Q
T

A

・G
S

I

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
は
，「
大
学
院
生

の
教
育
力
を
高
め
る
た
め

に
」
，
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
「
授
業
・
研
究
に
使
え
る
動

画
作
成
法
」
，「
オ
ン
ラ
イ
ン
・

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
環
境
下
で
の

授
業
運
営
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

法
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

新
任
教
員
研
修 

 

令
和
４
年
４
月
１
日
と
４

月
５
日
の
２
日
に
わ
た
り
，

新
任
教
員
研
修
（
主
催
：
東
海

国
立
大
学
機
構
，
共
催
：
東
海

国
立
大
学
機
構
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
，
名
古
屋
大

学
高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
を
鑑
み
て
，
オ

ン
ラ
イ
ン
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
４
月
１
日
は
，
機
構
共
通

の
内
容
と
し
て
松
尾
機
構
長

か
ら
の
歓
迎
の
挨
拶
を
い
た

だ
き
，
つ
づ
い
て
，
藤
巻
機
構

長
補
佐
よ
り
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
に
つ
い
て

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
，
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

研
修
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

４
月
５
日
は
，
大
学
毎
に
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
，
学

長
よ
り
歓
迎
の
ご
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
あ
と
，
２
大
学
合

同
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し
ま
し
た
。

セミナーの様子 

編集委員会 

編集長 藤巻 朗     副編集長   山田 敏弘 

編集委員  安部 有紀子，加藤 真紀，北 栄輔，清島 絵

利子，古泉 隆，纐纈 守，児玉 英明，小松 雅宏，齋藤 

芳子，竹永啓悟，白村 直也，橋本智裕，廣内 大輔，益川 

浩一，松井 真弓，松永洋介，丸山 和昭，山里 敬也 

HyFlex 型学習環境 




